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１．はじめに 

本学では，文部科学省大学教育再生加速プログラム

（AP）テーマⅠ「アクティブ・ラーニング」に採択され，

2015年から全学部・学科1単位必修の科目として「SIH

道場～アクティブ・ラーニング入門～(以下，SIH道場)」

を開講している。SIH道場は1年次前期に開講され，各

プログラムにおいて，ⅰ：専門分野の早期体験，ⅱ：ラ

ーニングスキル（文章力・プレゼンテーション力・協働

力）の修得，ⅲ：学修の振り返り，これら 3 つの目標

が設定されている。また，授業を実施する教員はSIH道

場をOJT型のFDとし，ⅰ：実践を通じアクティブ・ラ

ーニングを実質化，ⅱ：ルーブリック評価，反転授業等

の修得，ⅲ：教育経験の振り返り，を目指し，これまで

に延べ1,000人以上の教員がSIH道場を担当した。 

本発表では，これまでに蓄積された SIH 道場に関す

る学生アンケート・教員アンケートの結果に基づきSIH

道場の取組の成果について報告を行う。アクティブ・

ラーニングの普及に関する成果や課題を明らかにする

とともに，2020度以降のSIH道場実施に向けた改善に

ついて議論する機会としたい。 

 

２．SIH道場の実施体制について 

本学が文部科学省大学教育再生加速プログラム（AP）

テーマⅠ「アクティブ・ラーニング」に採択された2014

年度から学内には「大学教育再生加速プログラム実施

専門委員会」（以下、AP 委員会）が組織された。AP 委

員会は教育担当理事を委員長とし、学部学科コースか

ら選出された教員や支援を行うセンター教員を中心と

したAP委員により構成される。大学全体が連携した実

施体制をとることで、SIH道場の円滑な運営を実現して

きた。 

学部学科コースより選出された AP 委員は各所属の

「授業設計コーディネーター」としての役割も兼ねて

おり、教育プログラムの設計・評価・改善の役割を担っ

ている。さらに、実際に授業を担当する「授業担当者」

との連携のもと授業の設計ならびに実施がなされてお

り、これらの役割を担う教員が毎年度交代することに

より、OJT型FDとしての機能を果たしている。より多

くの教員にアクティブ・ラーニング型授業を実践して

もらうことにより、大学全体の教育改革に繋げること

を目指している。 

一方、SIH道場を受講する学生にとっては、専門分野

の早期体験、基礎的なラーニングスキル（文章力・プレ

ゼンテーション力・協働力）の修得、能動的学修につな

げるための振り返りの実践・習慣化という観点から、

SIH道場が成長の場となることが期待されている。各教

育プログラムではこれら 3 つが必須項目として授業設

計がなされており、入学して間もない学生たちに早期

に体験、修得してもらうことにより、その後の大学で

の学びにつなげてもらう狙いがある。 

なお、これらの実施体制は AP 補助金期間終了後の

2020年度より、各学部学科コース単位でのマネジメン

トに完全に移行した。授業担当者に向けたFDを開催す

るなど情報共有に努めつつ、これまでAP委員会が行っ

てきたマネジメントと授業設計コーディネーターによ

る授業設計・実施・評価の流れを各学部学科コース内

で取り組むことにより、補助金期間終了後も SIH 道場

の継続的な運用に取り組んでいる。 

 

３．アクティブ・ラーニングの普及に向けて 

SIH道場開講以来、従来のFD活動に加え、アクティ

ブ・ラーニングの普及に向けた様々な取組を行ってき

た。普及に向けた取組には、1.実践事例を知る機会を

設ける、2.支援体制を整える、3.成果を示すことが重

要であり(1)、全学FDやワークショップを通じて「反転

授業」「ポートフォリオ」「ルーブリック評価」等の教育

手法モデルを推奨している（表1）。 

表1 本学におけるAL普及に向けた取組 

 

■学生の学習を促進する事例カードの作成・公開(2)
■「SIH道場授業担当者FD」の開催（2015～2019年度）
■FDのeコンテンツ化・公開
■eポートフォリオシステム「mahara」の導入・活用
■全授業におけるAL、LP、FC導入率の目標値を設定
　し、導入状況を調査
■授業設計ワークショップの開催
■全学FD「スマートフォンを活用した授業改善WS」
　（2017～2018年度）
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また、教育実践の取組内容やその成果、課題について

学内外の研究発表や報告を通じて情報を発信・共有し

ている (3)(4)。 

 

４．調査概要 

本発表で用いるデータは、全学で把握しているAL導

入率および FD参加率の調査結果ならびに 2015年度か

ら 2019年度の SIH道場受講生を対象に実施した「SIH

道場受講後学生アンケート」と2018年度から導入した

「SIH道場受講前学生アンケート」の結果、授業担当者

を対象に実施した「SIH 道場授業担当者アンケート」

（以下、教員アンケート）結果である。2020年 2月 7

日時点での各種アンケートの年度別回答者数および回

答率は以下の通りである（表2、表3、表4）。 

 

表2 SIH道場受講前学生アンケート 

 

表3 SIH道場受講後学生アンケート 

 

表4 SIH道場授業担当者アンケート 

 
  

５．アクティブ・ラーニング普及の成果と課題 

授業開講以前の 2013年度と最終年度の 2019年度を

比較すると、本学におけるアクティブ・ラーニング普

及率は 31.6％上昇した（図 1）。教員の FD 参加率も

40.0％の上昇が確認され（図 2）、SIH 道場の運用を巡

る一連の取組の成果を確認することができる。また、

SIH 道場の受講生は全年度を通じて 85％前後満足度を

示しており、プログラムの評価の高さが窺える（図4）。

受講前後の学生アンケート結果を比較すると、SIH道場

設計必須指標の 4 点について、いずれも受講後におけ

る肯定的意見の増加が認められ、SIH道場の経験を通じ

て学生の意識が高まっていることが明らかとなった

（図3）。一方で、プレゼン力や文章力の基礎理解など、

緩やかに評価が下降している状況もある。 

 
図1 AL導入率の推移（2013年度～2019年度） 

 

教員アンケートの結果では、「SIH 道場の目標理解」

「SIH道場の満足度」に関する肯定的意見の割合は初年

度から上昇傾向を示した。事業開始時における本学教

員の意識が大きく変化し、SIH道場の取組に関する理解

が広まっている。その他、各項目では、「学生の学修の

振り返り」は「意義を理解し実践可能、かつ他科目への

導入について前向き」傾向にあること、「AL型授業」「ル

ーブリック評価」については「意義理解が進み、実践も

可能であるが、他科目への導入に消極的」であること、

「反転授業」「教員の教育経験の振り返り」については

「意義は理解しているが、実践や他科目への導入が困

難である」段階にあることを読み取ることができる。 

 

６．今後の課題と取組にむけて 

SIH 道場は大学教育への導入段階として初年次教育

の役割を果たしているが、一方で、実施内容について

もその質の高さが求められている現状がある。教員間

においても「反転授業」「教員の教育経験の振り返り」

は授業を担当する教員の負担が大きく、導入までのハ

ードルの高さが窺える。 

2020年度より学部学科コース単位での自立した実施

体制が取られる中オンラインでの対応も求められてい

る。学部学科の独自性を尊重しつつ、円滑かつ効果的

な運営実現に向けて学内の支援体制を検討していく必

要がある。 

 

参考文献 
(1) 佐藤浩章・中井俊樹・小島佐恵子・城間祥子・杉谷祐美子編（2016）

『高等教育シリーズ171 大学のFD Q&A』pp.63-64、玉川大学出版部 

(2)「学生の学習を促進する授業事例カード」http://gakunai.tokushima-

u.ac.jp/univ-only/jimukyoku/gakumubu/kikakushitu_a/index.html（最

終アクセス2020年11月1日） 

(3)久保田祐歌・吉田博（2016）「学修の振り返りを促進する授業設計：ア

クティブ・ラーニング型初年次教育プログラムの事例から」『京都大学高

等教育研究』(22)、pp.115-118、京都大学高等教育研究開発推進センター 

(4) 塩川奈々美（2019）「全学初年次教育を通じたAL普及に向けた取組と

その課題」SPODフォーラム2019ポスター発表 

回答者数（人） 回収率（％）
2018年度 1,179 88
2019年度 1,146 87

回答者数（人） 回収率（％）
2015年度 1,158 87.5
2016年度 1,261 94.3
2017年度 1,181 89
2018年度 964 72
2019年度 964 73

回答者数（人） 回収率（％）
2015年度 54 33.9
2016年度 100 49.5
2017年度 90 41
2018年度 70 40
2019年度 31 27

1552 1609 1600
1706

2900

3152

2488

731 811
933

1112

2073
2292

1957

47.1%
50.4%

58.3%
65.2%

71.5% 72.7%
78.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

(A)総科目数
(B)アクティブ・ラーニング導入科目数
(B)/(A)アクティブ・ラーニング導入の割合(%)

ポ
ス
タ
ー
発
表

54―　　― 55―　　―

令和 2 年度　全学FD推進プログラム　第16回大学教育カンファレンス in 徳島 令和 2 年度　全学FD推進プログラム　第16回大学教育カンファレンス in 徳島

ポスター発表P⑦　13：00～13：30


	P

